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　議会広報編集特別委員会では、住民の

皆さまに、分かりやすく読みたくなる紙

面づくりを目指しています。

　皆さまのご意見、ご要望を参考に、議

会だよりを作成したいと思いますので、

アンケートに、ぜひご協力ください。

議会だよりアンケート募集

多可町議会だより多可町議会だより

2022年(令和４年)５月１日　第 66 号2022年(令和４年)５月１日　第 66 号

・2022　予算をチェック 2

・ここが聞きたい　11人が質問 　10

・調べ・論じ・動く　委員会の動き　18
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ガンバレ！！
　大勢選手

月定例会月定例会33

５
月
５
日
は
こ
ど
も
の

日
で
す
。
端
午
の
節
句
と

も
呼
ば
れ
五
月
人
形
を
飾

り
、
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
、

チ
マ
キ
や
柏
餅
を
食
べ
て

お
祝
い
す
る
日
で
す
。

多
可
町
で
も
新
緑
が
美

し
い
田
園
風
景
の
中
に
、

多
く
の
鯉
の
ぼ
り
が
風
に

翻
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
鯉
の
ぼ
り
は

激
減
し
て
い
ま
す
。
伝
統

的
な
習
慣
が
衰
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
以
上
に
子
ど
も
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
風
景
か
ら
も
少
子
化
の

現
実
を
実
感
し
ま
す
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
ダ

ン
ト
ツ
多
可
町
」
と
謳
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳

ぐ
町
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

　
（
日
原
）

楽しく読める議会だよりを作りたい

議会だより読者モニター議会だより読者モニター

募集期間　令和４年５月１日～６月30日まで

募集者数　６人程度　　任期　１年間

応募資格　町内に居住する方で、議会だよりに関心があ

る方。※インターネットを容易に利用できる方

を歓迎します。

選考　応募多数の場合は、抽選で決定します。

選考結果は７月中旬までにお知らせします。

モニターの仕事

１．議会だよりに関する意見をいただきます。

２．読者モニター会議（年２回程度）に出席し

　　ていただきます。

３．地域の情報などの提供をお願いします。

モニターへの謝礼　読者モニター会議などへの

出席に応じて、年間2000円をお支払いします。

「議会だより読者モニター」とは

　見やすく分かりやすいはもちろん、楽しみに読んでいただける議会だよりを目指し、読者の皆さまからの

意見をいただきます。また必要に応じて地域の情報などをお聞かせいただき、紙面の充実に役立てます。

応募方法　「申込フォーム」に必要事項をご入力の上、

６月30日までに送信してください。

電話、Fａｘ、ご持参での応募も受け付けます。

議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局

電　話　０７９５－３２－４７７５

ＦＡＸ　０７９５－３２－４９６９

電子メール　gikai@town.taka.lg.jp

個人情報の取り扱い

　読者モニターへのご応募や、モニターとしての活動

を通じてご提供いただいた個人情報は、読者モニター

制度に必要な範囲内でのみ利用します。また、その管

理や利用にあたっては、個人情報の保護に関する法律

に従い取り扱いに細心の注意を払います。

議会だより読者モニター申し込み

募募
集集

ひ
る
が
え

　読売巨人軍にドラフト１位指名で入団した翁田

大勢選手を激励に、吉田町長と笹倉議長が開幕直

前の東京ドームを訪れました。

　職員と議員の有志で調達した多可町産のコシヒ

カリや特産品を差し入れてエールを送りました。

今や守護神として大活躍の翁田選手。今後は後

援会を立ち上げ、町をあげて応援したいですね。
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農林水産業費
8億2146万円
6.7％

農林水産業費
8億2146万円
6.7％

議会費
9937万円
0.8％

議会費
9937万円
0.8％

総務費
18億5160万円
15.2％

総務費
18億5160万円
15.2％

民生費
34億231万円
27.9％

民生費
34億231万円
27.9％

衛生費
8億7759万円
7.2％

衛生費
8億7759万円
7.2％労働費

5332万円
0.4％

労働費
5332万円
0.4％

消防費
5億2924万円
4.3％

消防費
5億2924万円
4.3％

教育費
11億4962万円
9.4％

教育費
11億4962万円
9.4％

公債費
14億1553万円
11.6％

公債費
14億1553万円
11.6％

諸支出金
4億4214万円
3.6％

諸支出金
4億4214万円
3.6％

予備費
1000万円
0.2％

予備費
1000万円
0.2％

商工費
2億7682万円
2.3％

商工費
2億7682万円
2.3％

土木費
12億7000万円
10.4％

土木費
12億7000万円
10.4％

健康保養地・ウェルネスウォーキング

１０９３万円

交流人口の増加へ 健康増進

一般会計予算　１２１億９９００万円一般会計予算　１２１億９９００万円

　 地 域 住 民 の 健 康 増 進 お よ び 町 外 か ら の

交 流 人 口 の 増 加 を 目 指 し 、 地 域 資 源 を 活

用 し た 健 康 ウ ォ ー キ ン グ で 「 健 康 保 養 地

事 業 」 を 多 可 の 森 健 康 協 会 と 森 の ホ テ ル

エ ー デ ル さ さ ゆ り が 協 働 し て 取 り 組 み ま

す 。 「 日 本 ク ア オ ル ト 協 議 会 全 国 大 会 」

を 開 催 し 、 情 報 の 発 信 と 事 業 の 活 性 化 に

つ な げ ま す 。

G I GAスクール推進

子育て環境の充実 少子化克服

道路新設・維持管理

３億６６１万円

住みやすい町へ 道路整備

　 経 済 、 物 流 を は じ め と す る 近 隣

市 町 と の 交 流 促 進 道 路 や 、 日 常 生

活 と 密 接 し た 道 路 の 新 設 改 良 整 備

で す 。

 ま た 、 通 行 量 や 老 朽 度 合 い を 考

慮 し な が ら 、 舗 装 修 繕 を 中 心 と し

た 維 持 管 理 を 進 め ま す 。

森林環境譲与税を活用 ３８７３万円

多可町の豊かな資源を活性化地域の課題克服

　 条 件 不 利 地 の 間 伐 や 道 路 網 と い っ

た 森 林 整 備 に 加 え 、 森 林 整 備 の 担 い

手 の 確 保 や 人 材 育 成 な ど に よ り 、 町

内 産 木 材 の 利 用 促 進 を し ま す 。

地域林政アドバイザー ３００万円

　 専 門 的 な 知 見 に 基 づ く 支 援 で 林 業

推 進 体 制 を 強 化 し ま す 。

森林環境教育・木育推進 ４８万円

　 気 軽 に 森 林 に ふ れ あ え る 場 と し て

町 内 の 森 林 を 活 用 し た 、 森 林 環 境 教

育 ・ 木 育 に 係 る 経 費 を 助 成 し ま す 。

学習環境の整備学力向上

１４１１万円

　 Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 員 の 配 置 に 加 え G I G A

ス ク ー ル サ ポ ー タ ー を 導 入 し 、 1 人

1 台 端 末 を は じ め と し た Ｉ Ｃ Ｔ を 活

用 し た 学 習 活 動 を 促 進 、 不 登 校 児 童

生 徒 や 病 気 療 養 児 な ど へ の 学 習 指 導

に も 積 極 的 に 活 用 し ま す 。

地域ブランド推進

多可町ブランド推進多可町創生

４１０６万円

　 魅 力 あ る 地 域 資 源 を 町 内 外 に 情 報 発

信 し 「 地 域 ブ ラ ン ド 」 を 全 国 に 発 信 し

ま す 。 地 域 ブ ラ ン ド を 核 と し た 既 存 産

業 の 活 性 化 、 新 た な 産 業 ・ 雇 用 の 創 出 、

魅 力 的 な ま ち づ く り の 発 信 で 知 名 度 を

ア ッ プ し 、 ま ち の 賑 わ い や 移 住 ・ 定 住

の 促 進 に つ な げ ま す 。

在宅育児手当 ９００万円

　 満 １ 、 ２ 歳 の 乳 幼 児 を 日 中 在 宅 で 育

児 さ れ て い る 保 護 者 な ど に 月 額 １ 万 円

を 助 成 し 、 家 庭 で の 育 児 に 対 し て 支 援

し ま す 。

　 保 育 と 在 宅 育 児 の 子 育 て を 地 域 全 体

で 支 援 し ま す 。

屈折検査機器購入 １６９万円

　 幼 児 の 弱 視 を 早 期 に 発 見 し 治 療 に つ

な げ る た め 、 ３ 歳 児 健 診 で 使 用 す る 屈

折 検 査 機 器 を 購 入 し ま す 。

あかちゃん出生祝い金 ７５０万円

　 赤 ち ゃ ん の 出 生 を 祝 福 す る と と も に 、

健 や か な 成 長 を 願 い 、 保 護 者 に お 祝 い

金 1 0 万 円 を 支 給 し ま す 。

生涯学び続けられる

　生きがいあふれる町へ

生涯学び続けられる

　生きがいあふれる町へ
2022予算をチェック2022予算をチェック

おじゃましま～す

いよいよ開通　－豊部バイパス－

予

算
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議会

月３

住
み
た
い
町

　
　住
み
続
け
た
い
町
へ

多
可
町
の
未
来

こ
れ
か
ら
ど
う
創
る

新
た
な
産
業
創
生
と

　
　
　
　人
材
育
成

若
者
定
住
に
向
け
て

賛
成
討
論

子
育
て
す
る
な
ら

　ダ
ン
ト
ツ
多
可
町元気に育ってね

知事と一緒にお勉強

中学校とプラザの候補地の一つです

　
　
夏
頃
に
立
ち
上
げ
ま

　
　
す
。
地
域
の
代
表
や

保
護
者
、
有
識
者
な
ど
で

構
成
し
、
開
校
ま
で
に
必

要
な
す
べ
て
の
準
備
を
し

ま
す
。

　
　
統
合
へ
向
け
て
の
情

　
　
報
発
信
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
で
す
か
。

　
　
説
明
会
の
開
催
や
Ｓ

　
　
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、

丁
寧
に
発
信
し
ま
す
。

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

　
　
　プ
ラ
ザ
建
設
設
計

　
　
１
億
６
０
０
０
万
円

　
生
涯
学
習
に
関
す
る
情

報
提
供
機
能
、
学
習
ス
ペ

ー
ス
や
交
流
機
能
、
図
書

館
機
能
な
ど
を
備
え
た
生

涯
学
習
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
施
設
「
多
可

町
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ザ
」
を
整
備
し
、
生

涯
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
造
成
工
事
設

計
、
本
体
工
事
の
基
本
設

計
と
実
施
設
計
を
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
１
日
か

ら
３
月
25

日
ま
で
の
25

日

間
の
日
程
で
第
１
１
２
回

多
可
町
議
会
定
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
令
和
４
年

度
一
般
会
計
予
算
や
多
可

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
条
例
改
正
、
指

定
管
理
者
の
指
定
な
ど
35

案
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
で
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
非
難
決
議
や
、
議

会
基
本
条
例
の
改
正
な
ど

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
査

の
上
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
「
新
ご
み
処
理
施
設
」

「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ザ
」
「
統
合
中
学

校
」
建
設
に
向
け
た
予
算

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
多

可
町
の
将
来
を
見
据
え
た

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
１
２
１
億
９
９

０
０
万
円
と
、
昨
年
度
の

１
１
６
億
４
７
０
０
万
円

か
ら
、
５
億
５
２
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

　
紙
面
の
都
合
上
、
予

算
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ

と
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
「
広
報
た

か
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
み
続
け
る
こ
と
の

　
　
　
　
　で
き
る
予
算

　
　
　
　
　
藤
本
　
一
昭

　
本
予
算
は
、
住
民
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
に「
地

域
共
生
社
会
」
「
子
育
て

支
援
」
「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
を
基
本

に
、
住
民
の
住
み
や
す
さ

と
、
子
ど
も
へ
の
き
め
細

や
か
な
子
育
て
・
教
育
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を

　
　
　
　
　有
効
に
活
用

　
　
　
　
　
日
原
　
茂
樹

　
「
住
民
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
」
を
最
優
先
に
「
地

域
共
生
社
会
」
「
子
育
て

支
援
」
「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
、
住
み

や
す
さ
や
教
育
を
軸
と
し

た
必
要
な
事
業
が
予
算
化

さ
れ
て
お
り
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
し
た

予
算
で
す
。

住
民
福
祉
の
向
上
へ

　
　
　
　
　議
会
も
提
言

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
中
に
蔓
延

し
て
か
ら
２
年
以
上
が
経

過
し
ま
す
が
、
変
異
株
の

出
現
な
ど
で
、
今
な
お
感

染
拡
大
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
多
可
町
で
も
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
官
民
一
体
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま
で
の

間
、
引
き
続
き
感
染
予
防

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
住
民
の
負
託
を
受
け
た

責
務
を
果
た
す
べ
く
、
今

後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に

取
り
組
む
な
ど
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
議
会
運
営
に
尽
力
し
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
に
直

面
す
る
人
に
寄
り
添
い
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け

て
議
会
本
来
の
役
割
を
果

た
し
て
い
け
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

統
合
中
学
校
建
設
設
計

　
　
　
　
　
　
　
２
億
円

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
、

３
つ
の
中
学
校
を
統
合
し

適
切
な
学
校
規
模
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た

学
習
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
学
校
統
合
に

向
け
た
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
統
合
中
学
校
校

舎
や
屋
内
運
動
場
な
ど
の

基
本
設
計
と
実
施
設
計
を

し
ま
す
。

　
　
２
億
円
の
根
拠
は
。

　
　
業
者
の
見
積
も
り
と
、

　
　
国
の
建
築
物
の
設
計

業
務
告
示
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

　
　
開
校
準
備
委
員
会
は

　
　
い
つ
立
ち
上
げ
る
の

で
す
か
。

　
　
多
可
町
の
出
身
者
は

　
　
す
べ
て
対
象
者
と
な

る
の
で
す
か
。

　
　
町
内
に
住
民
票
が
あ

　
　
り
３
年
度
か
ら
償
還

が
始
ま
っ
て
い
る
人
で
、

５
年
以
上
多
可
町
に
住
む

人
が
対
象
で
す
。

　
　
返
済
の
補
助
額
は
。

　
　
返
還
額
の
２
分
の
１
、

　
　
最
大
で
年
12

万
円
で

す
。

通
園
バ
ス
運
営
費
補
助
金

　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

　
通
園
バ
ス
の
あ
り
方
を

見
直
す
中
で
、
中
区
は
各

こ
ど
も
園
で
の
運
営
に
移

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
対
応
と
し
て
中

区
の
３
こ
ど
も
園
の
通
園

バ
ス
運
営
事
業
に
助
成
し

ま
す
。

　
　
通
園
バ
ス
の
運
行
経

　
　
費
を
す
べ
て
補
助
す

る
の
で
す
か
。

　
　
運
営
赤
字
額
の
２
分 

の
１
、
各
こ
ど
も
園
２
０

０
万
円
を
上
限
に
助
成
し

ま
す
。

小
学
校
ト
イ
レ
改
修

　
　
　
　
　
８
６
０
万
円

　
生
活
様
式
の
変
化
に
対

応
し
、
小
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
進
め
、
児
童

の
学
習
環
境
を
改
善
し
ま

す
。

　
　
中
南
小
と
杉
原
谷
小

　
　
の
工
事
で
す
が
、
す

べ
て
洋
式
に
替
わ
る
の
で

す
か
。

　
　
10

人
に
１
基
の
割
合

　
　
で
洋
式
に
す
る
予
定

で
す
。
和
式
も
必
要
で
す

の
で
残
し
ま
す
。

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
30
万
円

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
後
に
、

育
児
や
家
事
を
す
る
こ
と

が
困
難
で
、
日
中
の
支
援

者
が
い
な
い
家
庭
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
援
助
を

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て

出
産
・
育
児
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

あ
っ
た
か
結
婚
お
祝
い
金

　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

　
若
者
世
代
が
結
婚
さ
れ

た
際
に
お
祝
い
金
10

万
円

を
支
給
し
ま
す
。

　
　
支
給
条
件
は
あ
る
の

　
　
で
す
か
。

　
　
令
和
４
年
４
月
以
降

　
　
に
結
婚
さ
れ
、
二
人

の
合
計
年
齢
が
80

歳
未
満

の
夫
婦
で
、
多
可
町
に
住

民
登
録
し
て
５
年
以
上
住

む
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
申
請
は
婚
姻
届
受
理
の

日
か
ら
６
か
月
以
内
で
す
。

ふ
る
さ
と
多
可
町
で
開
花

　応
援
奨
学
金
返
還
支
援

　
　
　
　
　
１
２
０
万
円

　
高
校
・
大
学
な
ど
の
在

学
中
に
貸
与
を
受
け
た
奨

学
金
な
ど
の
返
還
額
の
一

部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
し
若

者
の
定
住
と
地
域
の
人
材

確
保
を
目
指
し
ま
す
。

QQQA

QAQA

QA

QA

A

QA A

QAQAQA

予
算
規
模

予

算

　
　
場
所
も
決
ま
っ
て
な

　
　
い
の
に
基
本
設
計
と

実
施
設
計
が
一
緒
に
上
が

っ
て
い
ま
す
。
分
け
る
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
７
月
ご
ろ
に
場
所
を

　
　
決
め
、
10

月
ご
ろ
に

実
施
設
計
を
始
め
る
た
め
、

同
時
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
予
算
の
中
に
、

　
　
用
地
造
成
設
計
料
が

４
０
０
０
万
円
あ
り
ま
す

が
、
統
合
中
学
校
を
含
め

て
の
も
の
で
す
か
。

　
　
両
方
を
含
め
て
の
も

　
　
の
で
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

　
　
　
　
２
４
３
４
万
円

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
守

り
、
町
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
た
め
、

適
切
な
ご
み
処
理
を
し
て
、

環
境
に
優
し
い
美
し
い
町

を
目
指
し
ま
す
。

　
　
令
和
８
年
４
月
の
開

　
　
業
を
目
指
す
中
で
今

年
度
の
事
業
予
定
は
。

　
　
１
市
１
町
の
新
た
な

ご
み
処
理
施
設
整
備
に
向

け
て
、
造
成
工
事
や
発
注

支
援
業
務
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

地
域
商
社
法
人
化

　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

　
地
域
商
社
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
を

株
式
会
社
に
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
推
進
と
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
額
、
地
域
の
若

手
人
材
の
育
成
に
力
を
入

れ
ま
す
。
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条
例
・
補
正

補
正
予
算

QAQA

議案第25号
ラベンダー園「ラベンダーパーク多可」の指定管理者

の指定について

議案第27号
道の駅　山田錦発祥のまち・多可（まちの駅・たか）

の指定管理者の指定について

○印は賛成、×印は反対、欠印は欠席。　賛否同数の場合は、笹倉議長が裁決します。

番号

笹
倉
政
芳

門
脇
敎
蔵

廣
畑
幸
子

藤
本
一
昭

日
原
茂
樹

��
田
政
義

門
脇
保
文

清
水
俊
博

内
橋
志
郎

橋
尾
哲
夫

大
山
由
郎

市
位
裕
文

藤
原
清
勝

足
立
吉
継

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

－

－

案　　件　　名

第112回多可町議会定例会 賛否の公表 （全員賛成の議案は除く）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

歳 出 合 計

▲181万円

▲1億　795万円

▲2億4406万円

▲8252万円

▲1億　615万円

▲5146万円

▲1612万円

▲3790万円

▲2453万円

▲800万円

3億　720万円

1億　 12万円

22億4337万円

35億5391万円

9億5623万円

7億4057万円

3億6679万円

12億1710万円

5億3442万円

9億4111万円

15億9308万円

7億3828万円

款

一

　般

　会

　計

3　月

3117万円

1181万円

4592万円

740万円

1億　215万円

5000万円

2　月

2000万円

1　月 補正後の額

特　別　会　計

▲3億7331万円

▲5896万円

2億4844万円2000万円 130億5259万円

63億1901万円

歳出　 １月・２月・３月補正予算

＊予算金額は補正のあった科目のみです。合計は現予算の総計です。

 

議
会
基
本
条
例
に
は
、

町
民
と
の
意
見
交
換
な
ど

を
設
け
る
こ
と
を
明
記
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
住
民
、
団
体
に

合
わ
せ
て
工
夫
す
る
よ
う

改
正
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
民
参
加
の
機

会
や
、
協
働
し
て
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

　
「
市
町
村
の
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
」
で
、
市
町
村
が

住
民
の
意
見
を
反
映
し

て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
役
割
は
。

A
　
今
後
10

年
間
の
計

画
で
、
具
体
的
な
町
の

土
地
利
用
の
あ
り
方
な

ど
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

町
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま

　
旧
農
林
業
公
園
施
設
の

貸
与
期
間
が
終
了
す
る
た

め
、
再
度
ロ
グ
ハ
ウ
ス
西

村
屋
に
無
償
貸
与
し
ま
す
。

　
期
間
は
令
和
４
年
４
月

１
日
〜
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

Q
　
な
ぜ
無
償
貸
与
な
の

で
す
か
。

A
　
施
設
は
木
造
で
以
前

か
ら
古
く
な
っ
て
い
ま
す
。

西
村
屋
が
独
自
で
改
修
や

修
繕
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
も
無
償
貸
与
に
し
ま

し
た
。

Q
　
事
業
は
良
好
で
す
。

２
年
間
の
貸
与
期
間
は
短

い
の
で
は
。

A
　
施
設
内
に
あ
る
風
力

発
電
の
耐
用
年
数
や
撤
去

な
ど
を
県
と
調
整
し
て
お

り
、
そ
の
期
限
に
合
わ
せ

て
２
年
と
し
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

　
　
　
　
　強
く
抗
議

　
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
軍
事
侵
攻
を
し
ま
し
た
。

こ
の
行
為
は
国
連
憲
章
の

原
則
に
違
反
す
る
行
為
で

あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
主
権
侵

害
を
強
く
非
難
し
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
直
ち
に
軍

事
侵
攻
を
中
止
し
、
全
部

隊
を
完
全
に
即
時
撤
退
す

る
よ
う
要
求
す
る
も
の
で

す
。

く
な
り
ま
す
。

Q
　
こ
の
プ
ラ
ン
の
ポ

イ
ン
ト
は
。

A
　
豊
か
な
自
然
と
人

々
の
営
み
な
ど
を
末
永

く
守
っ
て
い
く
た
め

に
、
一
つ
に
集
約
で
き

る
も
の
は
中
区
へ
、
そ

し
て
加
美
区
と
八
千
代

区
の
人
々
が
継
続
し
て

豊
か
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
生
活
拠
点
を

配
置
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画

　後
期
基
本
計
画
策
定

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
像
と
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
求
め
ら
れ

る
自
助
・
共
助
・
公
助

の
取
り
組
み
方
針
を
示

す
も
の
で
す
。

 

計
画
期
間
が
中
間
年

度
を
迎
え
た
の
で
、
後

期
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

Q
　
５
年
間
で
見
直
し

を
し
て
い
ま
す
が
、
中

間
年
度
だ
け
で
な
く
毎

年
の
見
直
し
も
必
要
な

の
で
は
。

A
　
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標

値
が
あ
り
ま
す
が
、
数

値
が
悪
け
れ
ば
検
討
し

ま
す
。

管
理
期
間
を
更
新

　
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク

多
可
」
「
道
の
駅
　
山
田

錦
発
祥
の
ま
ち
・
多
可
」

な
ど
５
施
設
を
更
新
し
ま

す
。
期
間
は
令
和
４
年
４

月
１
日
〜
令
和
７
年
３
月

31

日
の
３
年
間
で
す
。

Q
　
５
施
設
と
も
公
募
は

し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

A
　
毎
年
夏
と
冬
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
て
、
運
営
状

況
を
確
認
し
た
上
で
引
き

続
き
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

Q
　
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー

ク
多
可
」
で
す
が
、
監
査

委
員
か
ら
預
金
な
ど
を
多

く
保
有
し
て
い
る
と
の
指

摘
を
受
け
ま
し
た
が
。

A
　
利
用
者
に
適
正
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
維

持
管
理
、
ま
た
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
賃
金
な
ど
も

含
め
、
よ
り
働
き
や
す
い

環
境
へ
の
調
整
を
事
業
者

と
進
め
ま
す
。

中
学
校
・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
活
用

条
件
不
利
地
の

　森
林
整
備
に
活
用

賛
成
討
論

財
産
の
無
償
貸
与

指
定
管
理
者
の
指
定

議
員
発
議

子
育
て
世
代
に

　
　
　
　選
ば
れ
る
ま
ち

　
　
　
　
　
藤
本
　
一
昭

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
「
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
て
全
て

の
世
代
が
豊
か
に
働
き
暮

ら
せ
る
文
化
的
で
自
然
豊

か
な
ま
ち
」
を
基
本
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

　
多
可
町
が
今
後
の
地
域

活
力
を
生
み
出
し
産
業
振

興
を
推
進
で
き
る
よ
う
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

出
生
お
祝
い
金

対
象
者
増
加
に
対
応

輝
く
未
来
を
思
い
描
い
て

グランピング　予約殺到

新
生
児
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

　
　
増
額
の
理
由
は
何
で

　
　
す
か
。

　
　
新
生
児
が
、
転
入
な 

　
　
ど
で
当
初
よ
り
人
数

が
増
加
し
ま
し
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
委
託
料

　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

　
増
え
る
移
住
ニ
ー
ズ
に
、

柔
軟
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対

応
し
ま
す
。

　
　
増
額
の
理
由
は
な
ぜ

　
　
で
す
か
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
売

　
　
買
契
約
の
実
績
が
予

想
以
上
に
好
調
で
、
予
算

の
増
額
を
し
ま
す
。

施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
３
億
円

　
将
来
の
大
型
建
設
事
業

に
向
け
て
基
金
の
積
み
立

て
を
し
ま
す
。

林
業
振
興
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

　
森
林
環
境
譲
与
税
交
付

金
を
基
金
に
積
み
立
て
し

ま
す
。

多
可
、
と
く
ら
す
。

多くの人で賑わう令和元年のふれあいまつり
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臨

時

会

議
員
間
で
分
か
れ
る
賛
否

議案第1号
令和３年度兵庫県多可郡多可町一般会計補正予算

（第７号）

○印は賛成、×印は反対、欠印は欠席。　賛否同数の場合は、笹倉議長が裁決します。

番号

笹
倉
政
芳

門
脇
敎
蔵

廣
畑
幸
子

藤
本
一
昭

日
原
茂
樹

��
田
政
義

門
脇
保
文

清
水
俊
博

内
橋
志
郎

橋
尾
哲
夫

大
山
由
郎

市
位
裕
文

藤
原
清
勝

足
立
吉
継

× ○ ○ ○ × ○○○×○ × ○○ －

案　　件　　名

第110回 多可町議会臨時会 賛否の公表 （全員賛成の議案は除く）

QAQA

QAQA

QA

QAQA

QA

QAQA

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

契
約
解
除
の

　
　
　
　訴
え
を
進
め
よ

　
　
　
　
　
日
原
　
茂
樹

　
煙
や
に
お
い
の
中
で
、

地
元
集
落
の
皆
さ
ん
が
、

ど
ん
な
思
い
を
抱
え
な
が

ら
す
ご
さ
れ
て
い
る
の
か
、

置
か
れ
て
い
る
状
況
を
十

分
尊
重
し
た
形
で
の
対
応

が
必
要
で
す
。
一
日
も
早

く
契
約
解
除
に
向
け
て
の

訴
え
の
提
起
を
し
っ
か
り

進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

 

臨
時
会
で
は
、
生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
と

統
合
中
学
校
の
設
計
料
な

ど
に
伴
う
、
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
場
所
調
査
費
用

　
　
　
　
２
０
０
０
万
円 

　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ザ
と
統
合
中
学
校
を

建
設
す
る
た
め
の
基
本
計

画
策
定
費
用
で
す
。

　　
な
ぜ
、
い
ま
統
合
す

る
の
で
す
か
。

　
　
「
地
域
の
学
校
教
育

の
あ
り
方
を
考
え
る
会
」

の
答
申
を
受
け
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
整
え
る
た
め
で
す
。

　　
建
設
場
所
は
ど
こ
に

な
り
ま
す
か
。

　
　
基
本
計
画
の
中
で
、

令
和
４
年
の
６
月
末
を
め

統
合
新
設
に
は
理
解

　
　
　
　負
担
増
は
心
配

　
　
　
　
　
廣
畑
　
幸
子

　
中
学
校
の
統
合
新
設
、

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ザ
の
必
要
性
も
理
解
し

ま
す
が
約
70

億
円
近
い
費

用
が
掛
か
り
ま
す
。
新
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
、
庁

舎
の
償
還
も
始
ま
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
進
む
中
、
負

担
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。
慎

重
に
考
え
る
べ
き
で
す
。

建
設
は
時
期
尚
早

　
　
　
　
　
門
脇
　
保
文

　
エ
ア
コ
ン
設
備
や
耐
震

補
強
工
事
が
終
わ
っ
て
間

の
無
い
時
期
、
デ
ジ
タ
ル

化
で
図
書
館
に
行
か
な
く

て
も
家
庭
で
学
べ
る
時
代

で
す
。
図
書
館
を
含
む
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ザ
の
建
設
は
時
期
尚
早
で

す
。
時
代
を
見
据
え
て
取

り
組
む
べ
き
で
す
。

決
断
を
す
る
責
任
を

　
　
　果
た
し
て
い
く
時

　
　
　
　
　
日
原
　
茂
樹

　
人
口
減
少
、
少
子
・
高

齢
化
と
い
っ
た
厳
し
い
環

境
の
中
、
ど
の
よ
う
に
し

て
教
育
や
生
涯
学
習
、
子

育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
送
り
し
た
責
任
は
誰

も
と
れ
ま
せ
ん
。
決
断
を

す
る
と
い
う
責
任
を
果
た

し
て
い
く
べ
き
で
す
。

総
合
的
に

　計
画
す
る
こ
と
は
必
要

　
　
　
　
　
藤
本
　
一
昭

　
計
画
中
の
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
と
統
合

中
学
校
を
建
設
す
る
た
め

に
、
専
門
的
な
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
活
用
し
ま
す
。

　
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

は
大
切
で
あ
り
、
最
小
の

金
額
で
最
大
の
成
果
を
導

く
た
め
の
、
今
回
の
補
正

予
算
は
必
要
で
す
。

ど
に
建
設
場
所
を
決
定
し

ま
す
。
そ
の
後
、
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　な
ぜ
二
つ
の
施
設
を

一
緒
に
計
画
す
る
の
で
す

か
。

　
　
二
つ
を
同
時
に
一
緒

の
会
社
に
委
託
す
る
こ
と

で
、
費
用
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
　中
学
校
は
統
合
す
る

方
向
で
す
が
、
小
学
校
の

今
後
は
ど
う
考
え
る
の
で

す
か
。

　
　
８
年
度
以
降
も
そ
れ

ぞ
れ
の
小
学
校
と
し
て
継

続
す
る
こ
と
が
現
時
点
で

は
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
建
設
賛
成
と

反
対
と
に
議
論
が
分
か
れ

る
中
で
の
、
難
し
い
選
択

を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　
旧
八
千
代
北
小
学
校
跡

地
活
用
事
業
に
関
す
る
賃

貸
借
契
約
を
解
除
し
て
明

け
渡
し
を
求
め
る
訴
え
の

提
起
と
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
な
ど
の
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

訴
え
の
提
起

　
地
元
集
落
の
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
提
訴
し
ま

す
。　

　こ
の
提
訴
は
和
解
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
事

業
者
の
退
去
を
も
と
め
る

の
で
す
か
。

　
　
明
け
渡
し
を
求
め
る

も
の
で
、
和
解
金
で
の
解

決
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
経
費

　
　
　
　
２
６
２
４
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え

た
た
め
、
そ
の
関
連
経
費

を
増
や
し
ま
す
。

　
　ど
れ
ぐ
ら
い
増
え
た

の
で
す
か
。

　
　
５
０
０
０
万
円
増
え

て
約
３
億
円
で
す
。

　
　さ
ら
に
増
や
す
た
め

に
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま

す
か
。

　
　
多
可
町
を
知
っ
て
も

ら
う
よ
う
な
工
夫
を
含
め

て
地
域
商
社
R
A
K
U
と

連
携
し
な
が
ら
や
っ
て
い

き
ま
す
。

保
育
士
の
処
遇
改
善

　
　
　
　
　
３
１
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
頑
張
っ

て
い
る
保
育
士
の
処
遇
改

善
を
し
ま
す
。

　
　ど
れ
く
ら
い
給
与
が

上
が
る
の
で
す
か
。

　
　
勤
務
時
間
に
よ
り
ま

す
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
保

育
士
は
月
に
約
９
千
円
上

が
り
ま
す
。

　
　処
遇
改
善
補
助
金
は

令
和
４
年
の
９
月
ま
で
で

す
。
10

月
か
ら
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
。

　
　
形
は
変
わ
り
ま
す
が
、

処
遇
改
善
の
仕
組
み
は
継

続
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用

　
　
　
　
　
３
３
０
万
円

　
多
く
の
住
民
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。

　
　ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
が

取
得
し
て
い
ま
す
か
。

　
　町
民
の
53

％
の
１
万

５
０
０
人
が
取
得
し
て
い

ま
す
。
兵
庫
県
下
41

市
町

の
う
ち
、
多
可
町
は
６
位

と
、
高
い
水
準
で
交
付
し

て
い
ま
す
。

 

さ
ら
に
多
く
の
住
民
に

取
得
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
第
２

弾
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
園
の

　
　
　働
き
方
改
革

ま
す
ま
す
増
え
る

　
　多
可
町
フ
ァ
ン

デ
ジ
タ
ル
化
を

　
　
　
　
　進
め
る

令和４年２月１０日　第111回臨時会 令和４年１月１７日　第１１０回臨時会

地元住民の悩みを解消
みんなが集える場所
　　　　安心して学べる場所

安心できる生活環境を

笑顔で頑張る保育士さん
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QQ

Q

町
長

町
長

町
長

Q

町
長

　
　
子
育
て
は
、
社
会
全

体
が
取
り
組
み
支
援
す
べ

き
も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対

応
し
た
子
育
て
の
支
援
策

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
家
庭
総
合
支
援
拠

点
を
設
置
し
、
相
談
・
支

援
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

　
４
年
度
に
は
「
産
前
産

後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
　
み
ん
な
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
事
業
・
制
度
の

充
実
、
こ
れ
に
対
応
し
た

福
祉
環
境
の
整
備
を
さ
ら

に
進
め
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
「
医
療
」
と
「
介

護
」
を
一
体
的
に
提
供
す

る
「
多
可
赤
十
字
介
護
医

療
院
」
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
町
内
３
区
に
障

が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
開
設
さ
れ
、
障
が
い
者

を
支
え
て
い
ま
す
。

　
　
予
防
や
対
策
な
ど
生

涯
を
通
じ
た
健
康
支
援
が

必
要
で
す
。

　
　
　
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
取

り
組
み
を
社
会
全
体
で
支

援
し
、
生
涯
を
健
康
で
暮

ら
せ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
が
進
み
、
自
治
体
の

規
模
と
力
が
低
下
し
て
い

る
昨
今
、
町
と
町
民
が
よ

り
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

 

慎
重
に
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

町
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、

鮮
明
な
希
望
を
持
て
る
未

来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

明
確
で
よ
り
具
体
的
な
目

標
と
、
信
頼
の
持
て
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

 

４
年
度
に
町
長
が
特
に

力
を
入
れ
て
実
施
す
る
施

策
、
事
業
は
何
で
す
か
。

　
　
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ザ
を
建
設
し
、

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
生

き
が
い
あ
ふ
れ
る
町
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
健
康
保
養
地
事
業

ク
ア
オ
ル
ト
全
国
大
会
が
、

多
可
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
健
康
増
進
の
ほ
か
、

多
く
の
人
が
多
可
町
に
来

ら
れ
て
交
流
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
す
。
　

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
ダ

ン
ト
ツ
多
可
町
」
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
町
外
の
人
が
多
可

町
に
住
む
選
択
肢
を
増
や

せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　
　

　議会だよりでは、質問と答弁を要約

しています。

　熱気あふれる発言の数々は、たか

TVやYouTubeでもご覧いただけます。

　議会だよりでは、質問と答弁を要約

しています。

　熱気あふれる発言の数々は、たか

TVやYouTubeでもご覧いただけます。

全文は多可町議会

ホームページを検索

全文は多可町議会

ホームページを検索　議員の日常活動と調査・研究、

住民の声や自身の考え方をもとに

町長と教育長に方針を問います。

大山由郎

門脇敎蔵

橋尾哲夫

廣畑幸子

藤本一昭

足立吉継

市位裕文

内橋志郎

門脇保文

清水俊博

日原茂樹

安心して暮らせる環境を

４年度に力を入れる施策は何か

中学校の統合ありきでは

高齢者の健康増進になごみの里を（未掲載）

生涯学習センターは空き施設を活用せよ（未掲載）

意思決定の場に女性の参画は必要

現中学校の伝統の調査を

町の開発許可規定の適用面積は（未掲載）

職員の被服規定はあるのか（未掲載）

消防団員の処遇改善を

子どもたちのスポーツ施設を整備せよ（未掲載）

積極的な空き家・移住対策を

大災害への備えは万全か

小中学校のSDGsの取り組みは（未掲載）

子育て支援の更なる充実を

QRコードの有効活用を（未掲載）

多可郡誌の子ども版の発行を（未掲載）

農業を安定した経営事業に

新たな成年を消費者トラブルから守ろう（未掲載）

ふるさと多可町の景観保全は（未掲載）

ＧＩＧＡスクール元年の成果と課題

有機農業を推進せよ（未掲載）

11

12

13

14

15

16

質問議員 質　問　要　旨 掲載ページ

ここが聞きたい！！ここが聞きたい！！Ｑ．安心して暮らせる環境を

Ａ．健康で暮らせる町を目指す

Ｑ．４年度に力を入れる施策は何か

Ａ．生涯学習まちづくりプラザ建設

一
般
質
問

門脇敎蔵 議員

大山由郎 議員

新しくなった介護医療院

まだまだ頑張る図書館
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Q

Q

町
長

Q

教
育
長

教
育
長

Q

町
長

　
　
４
年
度
よ
り
統
合
中

学
校
の
基
本
計
画
が
進
み

ま
す
。

　
現
在
の
３
中
学
校
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
伝
統

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
支

援
・
協
力
を
頂
い
た
関
係

者
か
ら
意
見
聴
取
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
の
統
廃

合
に
よ
る
施
設
の
利
活
用

を
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
４
年
度
か
ら
具

体
的
に
中
学
校
建
設
の
た

め
の
設
計
・
整
備
・
準
備

を
関
係
機
関
と
連
携
し
計

画
的
に
進
め
ま
す
。

 

各
中
学
校
に
は
、
輝
か

し
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り

ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
地
域
に
愛
さ

れ
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

今
後
の
利
活
用
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
中
学

校
に
対
し
て
の
意
見
や
経

緯
な
ど
も
丁
寧
に
聞
い
て

い
き
ま
す
。

　
　
多
可
町
消
防
団
員
の

年
額
報
酬
は
１
万
３
千
円

で
、
出
動
手
当
は
災
害
時

千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

同
じ
北
播
磨
管
内
の
他

市
で
は
、
４
年
度
か
ら
年

額
報
酬
を
３
万
６
５
０
０

円
、
出
動
手
当
は
火
災
な

ど
の
場
合
１
日
８
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
消

防
団
活
動
を
す
る
上
で
、

近
隣
市
町
と
同
じ
待
遇
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
と
今
後
の
団
員
確

保
に
も
つ
な
が
る
の
で
早

期
に
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
団
員
報
酬
は
、
３

年
度
よ
り
消
防
庁
か
ら
標

準
額
が
示
さ
れ
、
４
年
度

か
ら
適
用
す
る
よ
う
に
通

知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
方
交
付
税

の
財
政
措
置
の
拡
充
が
示

さ
れ
ず
、
差
額
が
町
負
担

と
な
る
懸
念
か
ら
見
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

 

今
年
に
入
り
、
地
方
財

政
措
置
が
４
年
度
か
ら
改

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

重
要
課
題
と
し
て
、
他
市

町
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
適
切
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ．現中学校の伝統の調査を

Ａ．歴史や経緯を丁寧に　

Ｑ．消防団員の処遇改善を

Ａ．４年度の重要課題とする

一
般
質
問

足立吉継 議員

藤本一昭 議員

「放水始め！」

栄光と思い出の数々

　
　
８
年
度
か
ら
、
３
校

あ
る
中
学
校
を
１
校
に
統

合
す
る
意
見
書
が
で
ま
し

た
。

 

町
内
の
小
学
校
は
、
中

区
２
校
、
加
美
区
２
校
、

八
千
代
区
１
校
の
計
５
校

で
す
。
小
学
校
の
統
合
を

優
先
す
べ
き
で
す
。
中
学

校
の
統
合
は
順
序
が
逆
で

す
。
中
学
校
統
合
あ
り
き

で
は
住
民
は
納
得
し
な
い

で
し
ょ
う
。

 

「
地
域
の
学
校
教
育
の

あ
り
方
を
考
え
る
会
」
か

ら
の
意
見
書
は
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
す
が
、
時
期
尚

早
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　 

中
学
校
の
統
合

は
、
国
が
学
校
の
標
準
規

模
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
国
の
基
準
を
参
考
に
、

町
の
実
情
に
沿
っ
て
よ
り

良
い
教
育
環
境
と
は
何
か

を
、
平
成
22
年
か
ら
10
年

以
上
か
け
て
議
論
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
１
月
に
、
町
内
の

中
学
校
は
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
統
合
が
望
ま
し

い
と
い
う
意
見
書
が
で
ま

し
た
。
こ
の
意
見
書
を
十

分
尊
重
し
、
住
民
に
丁
寧

に
説
明
し
て
統
合
に
向
け

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
婦
人
会
が
令
和
４
年

３
月
で
解
散
し
ま
す
。
今

ま
で
審
議
会
な
ど
に
も
出

席
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　
S
D
G
s
で
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向

け
て
、
政
治
・
経
済
・
公

共
分
野
で
の
あ
ら
ゆ
る
意

思
決
定
の
場
に
、
効
果
的

な
女
性
の
参
画
や
平
等
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
機
会

を
確
保
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　
女
性
が
意
思
決
定
の
場

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
実
現

は
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。
今
後
の
対
応
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
婦
人
会
が
解
散
す

る
た
め
、
審
議
会
な
ど
へ

の
女
性
委
員
登
用
の
選
出

規
定
や
方
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
担
当
課

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
地
域
社
会

で
女
性
が
責
任
あ
る
立
場

に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
意
識
を
変
え
る
取
り

組
み
も
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
集
落
役
員
に
女

性
が
登
用
さ
れ
た
場
合
の

支
援
策
を
進
め
ま
す
。

Ｑ．中学校の統合ありきでは

Ａ．意見書を尊重し統合を進める

Ｑ．意思決定の場に女性の参画は必要

Ａ．意識を変え参画しやすい環境を

廣畑幸子 議員

橋尾哲夫 議員

何度も議論を重ねました

― 地域の学校教育のあり方を考える会 ―

女性の活躍は必要です（婦人会）
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Q

Q

Q産
業
振
興
課
長

町
長

Q

Q

町
長

町
長

町
長

　
　
多
可
町
に
た
く
さ
ん

の
若
者
が
定
住
し
て
く
れ

る
よ
う
な
魅
力
的
な
町
に

す
る
に
は
、
子
育
て
中
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
方

の
知
恵
と
才
覚
が
必
要
で

す
。

　
そ
の
た
め
に
在
宅
等
育

児
手
当
制
度
の
さ
ら
な
る

充
実
が
必
要
で
、
ゆ
り
か

ご
基
金
の
創
設
も
一
般
質

問
で
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
住

み
続
け
ら
れ
る
町
に
す
る

た
め
に
も
、
子
育
て
仲
間

を
増
や
す
施
策
が
必
要
で

す
。

　
　
　
保
護
者
が
希
望
す

る
子
育
て
の
選
択
肢
を
広

げ
る
こ
と
を
重
視
し
、
満

１
・
２
歳
児
に
月
額
１
万

円
の
在
宅
育
児
手
当
を
町

単
独
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
０
歳
〜
３
歳
児
は
児
童

手
当
が
月
額
１
万
５
千
円

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
か
ち
ゃ
ん
出
生
祝

い
金
を
、
10
万
円
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
保
護
者
の
意
見

を
聞
き
、
こ
の
効
果
を
検

証
し
、
新
た
な
子
育
て
支

援
策
に
移
行
す
る
か
検
討

し
ま
す
。

　
　
山
田
錦
を
始
め
、
数

年
来
の
大
幅
な
米
価
の
下

落
も
あ
り
、
離
農
を
考
え

る
農
家
も
あ
り
ま
す
。
　

　
遊
休
、
耕
作
放
棄
地
が

急
拡
大
し
て
お
り
、
危
機

的
な
状
況
で
す
。

　
従
来
の
施
策
と
併
せ
て

学
校
給
食
へ
の
供
給
な
ど
、

地
産
地
消
も
含
め
た
新
た

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。

　
　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
よ
り
実
態
に
即
し
た
も

の
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
集

落
連
携
を
広
範
囲
に
し
、

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
も
取
り

組
み
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
地

産
地
消
の
取
り
組
み
は
、

安
定
し
た
消
費
が
期
待
で

き
ま
す
。
品
目
、
数
量
な

ど
供
給
体
制
の
安
定
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
や
新

規
農
業
者
へ
の
支
援
は
。

　
　
　
　
　
　
　
散
布
用

ド
ロ
ー
ン
や
ア
シ
ス
ト
ス

ー
ツ
の
導
入
な
ど
、
今
後

の
地
域
事
情
を
考
慮
し
、

効
果
的
な
支
援
を
検
討
し

ま
す
。

Ｑ．子育て支援の更なる充実を

Ａ．効果を検証し新たな支援策検討

Ｑ．農業を安定した経営事業に

Ａ．農業振興に全力で取り組む

一
般
質
問

清水俊博 議員

門脇保文 議員

子育ての拠点

増えている耕作放棄地

　
　
コ
ロ
ナ
社
会
に
な
り

困
難
な
時
代
で
す
が
、
空

き
家
対
策
や
定
住
対
策
を

促
進
す
る
千
載
一
遇
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。

　
神
河
町
で
は
、
古
民
家

を
改
装
し
て
貸
店
舗
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
賃
貸
さ
れ
て

い
ま
す
。

 
豊
部
バ
イ
パ
ス
も
開
通

し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
バ

イ
ク
、
観
光
目
的
の
利
用

者
も
増
え
ま
す
。
そ
の
道

筋
に
、
空
き
家
カ
フ
ェ
や
、

食
事
処
が
あ
れ
ば
賑
わ
い

に
な
り
ま
す
。

 

積
極
的
な
空
家
・
移
住

対
策
が
必
要
で
す
。

　
　 

空
き
家
バ
ン
ク
を

地
域
商
社
R
A
K
U
に
委

託
し
、
若
い
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
柔
軟
な
発
想

で
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
県
と
協
働
し
、
空
き
家

活
用
、
古
民
家
再
生
事
業

な
ど
の
支
援
策
を
整
備
、

拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
中
で

移
住
・
定
住
者
が
増
加
し
、

雑
貨
、
飲
食
、
民
泊
な
ど

の
事
業
を
起
業
さ
れ
る
人

も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
活
性
化
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
　
大
規
模
な
災
害
が
、

発
生
し
た
場
合
、
物
資
の

調
達
や
輸
送
が
平
常
時
の

よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
大
災
害
発
生
後
の
72
時

間
は
、
外
部
か
ら
の
供
給

が
な
く
て
も
、
あ
る
程
度

対
応
で
き
る
体
制
の
構
築

が
必
要
で
す
。

　
非
常
用
電
源
や
水
、
食

料
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
ま
た
72
時
間
を
意
識
し

た
具
体
的
な
訓
練
・
取
り

組
み
は
し
て
い
ま
す
か
。

　
そ
し
て
、
今
月
は
年
度

末
で
あ
り
、
各
班
で
事
務

の
引
継
ぎ
、
更
新
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
本
庁
舎
は
、
自
家

用
発
電
機
で
、
あ
る
程
度

の
業
務
が
で
き
る
電
源
供

給
は
72
時
間
可
能
で
、
食

料
は
１
万
食
備
蓄
し
て
い

ま
す
。
72
時
間
を
意
識
し

た
訓
練
と
し
て
、
３
年
度

は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
人
事
異
動
に
合
わ
せ
て
、

４
月
初
め
に
配
置
と
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
全
職

員
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

災
害
対
応
に
は
万
全
を
期

す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

Ｑ．積極的な空き家・移住対策を

Ａ．関係機関と連携し取り組む

Ｑ．大災害への備えは万全か

Ａ．災害対応に万全を

内橋志郎 議員

市位裕文 議員

ここからつ・な・が・る！

― マイスター工房八千代 ―

備えは万全　願いは安全（防災センター）
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一
般
質
問
・
研
修

Q

教
育
長

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
数
年
間
か
け
て

１
人
１
台
端
末
の
環
境
を

実
現
す
る
計
画
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
大
幅
に
前
倒
し

し
て
、
１
年
間
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
活
用
し
た
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰

っ
て
の
学
習
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
学
習
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
元

年
は
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
り
、
課
題
が
あ
っ
た
の

で
す
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、
学
力
向
上
に
つ

 

な
げ
て
い
く
の
で
す
か
。

　
　 

　
成
果
は
、
リ
モ

ー
ト
授
業
の
実
施
で
子
ど

も
た
ち
の
学
習
保
障
が
実

現
で
き
た
こ
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
で
調
査
な
ど
の
集
約

の
効
率
化
が
で
き
、
教
職

員
の
業
務
改
善
に
向
け
て

期
待
が
持
て
た
こ
と
で
す
。

　
課
題
は
、
第
２
期
多
可

町
学
力
向
上
３
カ
年
計
画

に
基
づ
き
、
進
め
て
い
る

授
業
改
善
に
向
け
て
、
１

人
１
台
端
末
の
効
果
的
な

活
用
と
、
教
職
員
の
活
用

ス
キ
ル
の
継
続
的
な
向
上

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
頓
着
は
最
高
の
褒
め
言

　
　
葉
だ
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す
か

　
無
頓
着
は
、
お
お
ら
か
で

物
事
に
執
着
せ
ず
に
無
欲
で

綺
麗
な
心
を
表
し
て
い
る
の

で
す

　
も
っ
と
自
分
自
身
を
褒
め

て
励
ま
し
て
や
る
こ
と
で
す

　
　
　
　
　
（
藤
原
清
勝
）

Ｑ．ＧＩＧＡスクール元年の成果と課題

Ａ．リモート授業の実施と活用スキルの向上

議会は住民のダイヒョウ︕繰り返し学びます

日原茂樹 議員

タブレット授業　楽しいなぁ

ひ
と
褒
め

ひ
と
褒
め
投
稿

照
れ
る
ね

無

住

民

と

考

え

る

議

会

に

日時：令和４年１月１８日（火）

場所：県民会館「パルテホール」

講師：（株）地方議会総合研究所

　　　廣瀬和彦氏

　議会運営が複雑化しています。

　住民サービス向上のためにも、より効率

的で充実した審議のできる議会であるべき

です。

　議員間の調整は議会運営の要。これこそ

議会運営委員会の大きな役割です。

　住民の代表機関である議会の、さまざま

な調整役としての認識を強める研修でした。

議会運営委員会の役割
　　　　　　　議会運営委員会研修

日時：令和４年２月８日（火）

場所：北野プラザ六甲荘

講師：議会アドバイザー　吉田利宏氏

　当議会からは３人の新人議員が参加、条例

を見る視点・作る視点や政策立案のためのス

キルなどを学びました。

　議員は住民を代表して「行政を監視するこ

と」が大きな役割であることも確認できまし

た。

　政策立案のためのスキルを高め、今後の議

会活動に生かしていきます。

議員のための政策立案等の初歩
　　　　　　　　一期議員研修

日時：令和４年３月１５日（火）

場所：多可町役場４階委員会室

講師：大正大学 江藤俊昭教授

　議員報酬の見直しや政務活動費の活用を

テーマに、YouTubeを利用したオンライ

ン研修を受けました。

　　　投票率の低下・無投票当選の増加・

議員のなり手不足などの地方議会の現状分

析をしました。

　　　　議会改革の深化とそれによるなり

手不足の解消の策を考えました。

　さまざまな研修は、議会が住民の代表機関

であるとの認識をさらに強める機会になりま

した。

　町の課題を住民と一緒に考えていくために

は、議会が、また個々の議員が積極的に情報

発信し、動きや思いを示す必要があります。

　多可町議会では「議会改革推進部会」を立

ち上げ、住民との意見交換会、議員報酬・定

員見直し、住民アンケートなどを検討してい

ます。

住民福祉の向上につながる議会へ
　　　　　　　　　　　全議員研修

知る　

考える　
●質問内容などは６月10日に議会ホームページ

　に掲載します。

●傍聴は役場４階へお越しください。

●請願・陳情の提出は５月18日17時までにご提

　出ください。

＊ご不明な点は議会事務局にお問い合わせください。

　この機会に、ぜひ多可町議会公式ホームページを
お訪ねください。
　過去の会議録やお知らせをご覧いただけます。

　https://
　www.town.taka.lg.jp/takacho_gikai/

　F a c e b o o k では、委員会などでの議員たちの
様子をご覧いただけます。

　Yo uT u b e では、本会議での質問や発言を
ノーカットで公開しています。

６月定例会＜本会議の日程＞

　初　　日　　６月　２日（木）

　一般質問　　６月１６日（木）

　　 〃　 　　６月１７日（金）

　最 終 日　　６月２４日（金）

－次回定例会の予定－議会を見よう
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たか（多可）い理想に こだわり検証・調査

子育てママと座談会

　令和４年３月３日に子育てふれあい

センターで、子育て真っ最中のママた

ちとお話しをしました。

Ｑ 子育てふれあいセンターを利用し

始めたきっかけは。

Ａ 妊娠中にあった交流会です。町外

から嫁いできて不安でしたが、知り合

いができて嬉しかったです。

Ｑ ほかにあったらいいなと思ったこ

とは。

Ａ 私たちの経験から、いろんなお手

伝いができるサポーターのしくみがあ

ればと思います。

　「多可町都市計画マスタープラン策定

業務における企業適地にかかる調査・検討

結果の報告」を受けました。

　委員会では「企業誘致」の観点から更に

検証しました。

Ｑ 空き工場や造成地のニーズはどのくら

いあるのですか。

Ａ　数は把握できていません。

Ｑ　造成地整備の検討は。

Ａ　その考えはありません。

Ｑ　空き施設や工場のアンケートを企業に

実施しては。

Ａ　今後検討していきます。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い「テレワ

ーク」「地方移住」「ワーケーション」といっ

たニューノーマルな働き方が急速に浸透してい

ます。

　働く場所のこだわりが薄れてる今、各自治体

では、移住者誘致の施策に熱がこもっているよ

うです。

　「企業誘致」は、少子化、人口減少、税収減

など課題克服のための要として地方創生のひと

つの軸に据え、多可町が注力すべきことと認識

しています。

　委員会では今後、先進地視察や、地元企業と

懇談を重ねて、企業誘致と移住定住に向けた政

策提言をしていきます。

調調  

論論 動動  
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常　任　委　員　会　の　動　き

全世代コミュニティのまちへ新しい明日の形を求めて

コミュニティスクール研究

　子どもたちに、こんなふうに育って欲しい

という学校の思いと、地域の人たちの思いは

共通点もたくさんあります。どんなことに困

っているのか、どんなことをしていくのかと

いうことを「顔を合わせて、大勢で集まって、

自分事として」意見を出し合い、地域ととも

にある学校をつくっていくことを調査、研究

していきます。

　

高齢者の居場所づくり

　住み慣れた地域で自立した生活を営むこと

ができるよう、医療や介護、介護予防、住ま

いと自立した日常生活の支援で安心して暮ら

せるまちづくりを研究します。

　　コミュニティスクールも高齢者の居場所

づくりも、つまりは自分事

委員会では

● 先進地八千代小学校を研究

● 気軽なお話し会で住民のニーズを知る

この２点を調査することに決定。

　早速３月２日に、企業誘致に向けた特

定地区の現地確認をしました。

　八千代区下野間の２カ所、中区森本・

高岸、加美区熊野部の計５か所です。

　下野間の１地区を除きすべて農地で、

どの土地も企業立地には最適な場所と思

われます。

　今すぐに企業が来るわけではなく、多

可町の将来像と、その実現のための計画

の方針を、住民にわかりやすく示します。

　　町の発展と、人口減少に歯止めをか

ける策が、都市計画マスタープラン

委員会では

● 地元企業への聞き取り

● 特定地区の現地確認

企 業 誘 致 は 課 題 解 決 の 要

　今回お聞きした子育てママの声は、いち早く

町へ届けました。

　みんなで関わってつくり上げるコミュニティ

スクール、高齢者の居場所づくり、また子育て

世代の今の困りごと。どれも共通しているのは、

話を聴くことから始まるということ、関心を持

つことが大事だと感じました。

　委員会では、子育て世代、高齢者、障がいを

持たれている方や、各種団体などと気軽に座談

会を持たせていただき、話を聴く機会を増やし

たいと思います。このようにして、さまざまな

立場からの切実な声を町に届けていきます。

話 を 聴 く こ と か ら 始 め ま す

企業が来てくれたらうれしいな 子どもが増えたらうれしいな

委

員

会


